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年 齢 Mean±SD 66.3±3.9 67.0±4.1 66.6.±4.0
男性 52(30.4) 33(26.4) 85(28.7)
女性 119(69.6) 92(73.6) 211(71.3)
同居者の有無
独居 16(9.4) 13(10.4) 29(9.8)
同居者あり 155(90.6) 112(89.6) 267(90.2)
職業の有無 芸芸 1341.g…:冨 …;:≡::3 21851;≡;:冨 †
参加のきっかけ あり 122(71.㊥ 91(72.㊥ 213(72.㊥
(他者からの勧め) なし 49(28.7) 34(27.2) 83(28.0)
死別体験の有無
あり 50(29.9) 47(38.2) 97(33.4)





























家族との会話頻度 頻繁 149(87.6) 104(83.9) 253(86.1)
家族以外との会話頻度 頻繁 105(62.1) 78(62.4) 183(62.2)
訪問機会頻度 頻繁 90(53.6) 70(56.5) 160(54.8)
町内会等の活動への参加頻度 頻繁 112(69.1) 92(73.6) 204(71.1)
テレビの視聴頻度 あり 165(97.1) 121(96.8) 286(96.9)
新聞購読 する 165(96.5) 119(95.2) 284(95.9)
本 ･雑誌の講読 する 109(64.1) 89(71.2) 198(67.1)
役割の有無 あり 138(82.6) 106(84.8) 244(83.6)
相談者の有無 あり 123(71.9) 85(68.0) 208(70.3)
緊急時の手助け あり 127(74.7) 85(68.0) 212(71.9)
近所づきあい あり 137(80.6) 101(80.8) 238(80.7)
趣味の有無 あり 153(89.5) 119(95.2) 272(91.9) T
便利な道具の利用 する 154(90.1) 115(92.0) 269(90.9)
健康への配慮 する 163(95.3) 120(96.0) 283(95.6)
規則正しい生活 規則的 164(95.9) 121(96.8) 285(96.3)
生活の工夫 する 150(87.7) 115(92.7) 265(89.8)
積極性 あり 143(84.1) 113(91.1) 256(87.1) T















主観的健康感 健康群 127 (75.6) 101 (80.8) 228 (77.8)
過去1年以内での入院 なし 150(88.㊥ 116 (93.㊥ 266 (90.顔
過去1ケ月以内での通院 なし 63 (37.5) 48(38.7) 111 (38.0)
健康診断の受診 受けた 149 (89.2) 119 (96.0) 268 (92.1) *











運動 週1回以上 129(80.6) 106(86.2) 235(83.0)
飲酒 適量 128(78.0) 93(75.6) 221(77.0)
喫煙 吸わない 145(93.5) 121(97.6) 266(95.3)
睡眠 6-8時間 148(90.2) 117(94.4) 265(92.0)
栄養のバランス 考える 81(49.4) 58(46.8) 139(48.3)
朝食の摂取 毎日摂取 158(96.3) 121(97.6) 279(96.9)
労働時間 4-6時間 151(97.4) 119(97.5) 270(97.5)
ストレスの有無 なし 0(0.0) 1(0.8) 1(0.3)






















心配ごとを聞いてくれる人 あり 148(92.㊥ 108(87.1) 256(90.1)
2-3日の世話をしてくれる人 あり 138(86.3) 103(83.1) 241(84.9)
気を配ってくれる人 あり 154(96.3) 117(94.4) 271(95.4)
元気づけてくれる人 あり 155(96.3) 118(95.2) 273(95.8)
お金を貸してくれる人 あり 104(68.0) 84(67.7) 188(67.9)
くつろいだ気分にしてくれる
人
あり 143(88.㊥ 108(87.㊥ 251(88.㊥
用事を頼める人 あり 128(80.0) 95(77.2) 223(78.8)





















去年と同じように元気 はい 105(67.3) 91(73.4) 196(70.0)
今の生活に､不幸せなことがある ほとんどない 56(35.7) 51(41.1) 107(38.1)
小さいことを気にするようになった いいえ 91(58.3) 79(63.7) 170(60.7)
他の人に比べて恵まれていた はい 119(77.8) 91(73.4) 210(75.8)
前よりも役に立たなくなったと思う 思わない 100(63.7) 78(62.9) 178(63.3)
人生をふりかえってみて､満足 満足できる 139(89.1) 109(87.9) 248(88.6)
生きることは大変厳しい いいえ 46(29.7) 40(32.3) 86(30.8)
物事をいつも深刻に考える いいえ 80(51.6) 78(62.9) 158(56.6) †
求めていたことのほとんどを実現で
きた
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